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研究者各位

研究機関各位

謹啓紅葉の季節、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は、当研究会の事業に格別の

ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、この度「乳の学術連合」では、牛乳乳製品の価値向上に繋がる多種多様な情報を広く社会に発

信する為、"平成 26年度「乳の学術連合」学術研究"として、一般社団法人Jミルクと共同し、構成組

織である「牛乳乳製品健康科学会議」呼Lの社会文化ネットワーク」「牛乳食育研究会」それぞれの分野

に係る学術研究を下記の通り、広く公募することとなりました。

つきましては、公募の趣旨および要領をご理解頂き、呼Lの学術連合」学術研究公募ヘの積極的なご参

加ならびに関係者各位の御承引を戴きますようぉ取り計らいをお願い申し上げます。

平成26年度呼Lの学術連合」学術研究公募のご案内

平成25年10月吉日

乳の学術連

牛乳乳製品健康科学会議

代表幹事折茂 肇

乳の社会文化ネットワーク

代表幹事和仁皓明

牛乳食育研究 ^^

代表幹事角屋重樹

一般社団法人dミルク

会長浅野茂太郎

平成26年度「乳の学術連合」学術研究

牛乳乳製品健康科学会議

%且織

乳の社会文化ネットワーク

牛乳食育研究会

Ⅱ.公募期間

平成25年11月1日(金)~平成25年12月31日(火)

Ⅲ.学術研究公募内容

各分野の公募内容については、男1絲氏1~3 をご参照ください。

栄養学
「牛乳乳製品健康科学」

分里T

記

浮Lの社会文化」

「食に係る教育」

牛乳乳製品の価値向上に繋がる医学

食品科学・体育学等の分野の課題

乳の社会文化価値

食に係る教育の新たな知見

研究対象

謹白

合



1V 同封物

①呼Lの学術連合」学術研究の公募ポスター:総合版(A2)

②「牛乳乳製品健康科学」学術研究の公募チラシ(A4)

③「乳の社会文化」学術研究の公募チラシ(A4)

④「食と教育」学術研究の公募チラシ(A4)



「牛乳乳製品健康科学」学術研究の公

「牛乳乳製品の価値向上に繋がる医学・栄養学・食品科学・体育学等の分野の課題」に係る学術研究

1.募集伸i削期間

平成25年11月1日(金)~平成25年12月31日(火)必着

2.募集テーマ・内容

①
各ライフステージに於ける牛乳乳製品摂取

の意義

について

'气フ

牛乳乳

②
牛乳及び成分等が有する免疫調節機能に

関する研究

'品健康科学会議)

③
牛乳乳製品摂取によるりラックス・安眠

効果に関する研究

上記研究ヘの申請のうち15件程度を採用して研究者等を決定する。

3.応募資格

研究者ないし研究グループ(大学院生を含む)

4.委託研究期間

原則として、 1年を超えないものとする。

5.委託金額

年間1件当たり原則として150万円以内とする。

6.選考方法

「牛乳乳製品健康科学学術研究選考委員会」が、必要に応じて各分野の専門家の意見を参考

とし、審議決定する。

【キーワード】

<小児期(発育期)>発育(発達)

<中高年期>運動機能、生活習慣病、認知症、癌、

ロコモティブシンドローム(骨・関節・筋肉)、メ

タボリックシンドローム明巴満・高血圧・糖尿病)

<全般>QOL、運動

別紙1

内

牛乳(殺菌等処理された飲用乳等を含む)あるい

はその成分の免疫調節機能に関する基礎的・応用

的研究。牛乳を摂取した際の臨床的免疫指標の変

化に関する研究も対象とする。

食生活に於ける牛乳乳製品の摂取が、睡眠の質及

びヒトの不定愁訴や膨などの精神・神経機能に及

ぽす効果の研究。

委員長

選考委員

選考委員

折茂肇(骨粗耘症財団理事長)

上西一弘(女子栄養大学栄養生理学研究室教授)

川原貴(国立スポーツ科学センター統括研究部長)

<選考委員会> (五十音順)

容テ



選考委員

選老委員

選考委員

選考委員

フ.その他

詳しい内容は、下記Webより<学術研究実施要領>をダウンロードしてご確認下さい。

<一般社団法人Jミルクホームページ> http:ガWWW'.j・milk.jp/

選考委員

桑田有(人間総合科学大学大学院教授)

選考委員

児玉浩子(帝京平成大学健康栄養学科長・教授)

清水誠(東京大学大学院農学生命科学研究科食の安全研究センター特任教授)

中村丁次(神奈川県立保健福祉大学学長)

細井孝之(医療法人財団健康院クリニック副院長)

宮崎滋(新山手病院生活習慣病センター長)



「乳の社会文化」学術研究の公Ⅱ.

「乳の社会文化価値」に係る学術研究

1.募集伸i削期間

平成25年11月1日(金)~平成25年12月31日

2.募集テーマ・内容

(1)特定研究

①

について(乳の社会文化ネットワーク)

生活行動と牛乳乳製品の価値

プ」一^

② 和食と乳の融合について

③ 我が国酪農乳業の産業的発展にっいて

④

(火)必着

子どもと牛乳乳製品について

牛乳乳製品の消費行動・価値意識の世代的・年齢的

特徴、牛乳乳製品の価値継承や牛乳飲用習慣形成に

関する要因分析、牛乳栄養の経済的評価など

別紙2

⑤
乳をめぐるりスクコミニュケーション

について

食における異なった文化の統合の意義を評価する

とともに、和食時に牛乳飲用を忌避する意識や行動

の意味付けなど

(2)一般研究

内

日本の乳マーケット及び酪農乳業が世界に類を見

ないスピードで拡大し発展した背景の分析、日本的

特徴の解明など

⑥

乳及び酪農乳業に関する社会的文化的視

点からの研究

子どもの食習慣形成における牛乳乳製品の役割に

関する多面的・総合的な分析

ブ」一气,

上記(1)、(2)の研究ヘの申請のうち8件程度を採用して研究者を決定する。

注)「牛乳」もしくは「乎L」とは、食品としての牛乳・乳製品を意味する。(「乎L」にはヤギ乳・ヒッ

ジ乳を含む)

BSE、目蹄疫、放射性物質汚染などの最近におけ

る多様な疾病や災害に係る酪農乳業界のりスクマネ

ージメント及びりスクコミニュケーションの評価や

課題摘出など

わが国における牛乳乳製品に係る食文化的意義、日

本人の食生活の歴史的変化との関わり、わが国の酪

農乳業の社会経済的な意義など(他の国や民族との

比較研究を含む)

内

容

容



3 応募資格

研究者ないし研究グループ(大学院生を含む)

委託研究期間

原則として、 1年を超えないものとする。

委託金額

年間 1件当たり、原則として100万円以内とする。

選考方法

「乳の社会文化」学術研究審査委員会が、必要に応じ各分野の専門家の意見を参考とし、審議決定

する。
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委員長

副委員長

委

委

委

7

生源寺眞一(名古屋大学大学院生命農学研究科教授)

その他

詳しい内容は、下記Web

<一般社団法人Jミルク

委

和仁皓明(西日本食文化研究会主宰)

大江靖雄(千葉大学大学院園芸学研究科教授)

江原絢子(東京家政学院大学名誉教授)

<審査委員会>

小長谷有紀(国立民族学博物館民族社会研究部教授)

細野明義((公貝わ日本乳業技術協会代表理事)

より<学術研究実施要領>をダウンロードしてご確認下さい。

ホームページ> http:/1WWW.j・milk.jp/

(玉十音順)
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Ⅱ1.「

「食に係る教育の新たな知見」に関する学術研究

1.募集伸請)期間

平成25年11月1日(金)~平成25年12月31日

2.募集テーマ・内容

(D 特定研究

と教」学術研究の公 について(牛乳

N0

1

2

「食に関わる教育活動」における「乳」活用の意義と可盲討生

3

「食に関わる教育活動」における教育効果とその測定法

4

集団給食(保育所・小中学校等)の教育的視点から見た歴史的役割や現代的意義

研究会)

5

「乳」を取り込んだ食に関わる教育的視点を持った比較分析(国内外)

ライフステージ(特に、乳幼児、青年期、高齢期などXこ対応した「乳」 を取り

込んだ食に関わる教育のプログラムと教材

(2)一般研究

N0

(火)必着

上記うち8件程度を採用して研究者等を決定する。

※ここで言う「乳」とは、「食品としての牛乳・乳製品やそれを生産流通する産業としての酪農

や乳業など」を指す。

応募資格

国内の大学及び短期大学、専修学校、国・地方公共団体の設置する研究所、独立行政法人の研究機

関等で学術研究を行っている研究者等、またはこれに付随する研究を行ってぃる個人の研究者等

とする。

委託研究期間

原則として、 1年を超えないものとする。

委託金額

年間 1件当たり、原則として100万円以内とする。

選考方法

審査委員会が、必要に応じて各分野の専門家の意見を参考とし、審議決定する。

<審査委員会>

6 呼U に関する教育的視点からの研究

ブーー气フ

3

別紙3

4

5

6

ブー'マ

委員長

副委員長

角屋重樹佃本体育大学児童スポーツ教育学部教授)

田中博之(早稲田大学教職大学院教授)



叉
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委員

委員

7

委員

その他

詳しい内容は、下記Web

<一般社団法人Jミルク

委員

児玉浩子(帝京平成大学健康メディカル学部健康栄養学教授・学科長)

長島美保子(公益社団法人全国学校栄養士協議会会長)

石井雅幸(大妻女子大学家政学部児童学科准教授)

鈴木由美子(広島大学大学院教育学研究科測卿

より<学術研究実施要領>をダウンロードしてご確認下さい。

ホームページ> http:11W'WW.j・milk.jp/

以上


